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２０１７年度のすべての取り組み項目、及び詳しい内容については、町田市ホームペ
ージで公開しています。

　部長は、年度当初に
年度目標を設定し、中
間期に進捗状況を確認
します。また、年度末
には成果の確認と評価
を行います。
　各段階において、市
長がその内容を確認し
ます。
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部長の仕事目標の流れ

目標設定

年度当初 中間期 年度末

市長確認

進捗状況
確認

成果確認
及び評価

広報担当部長
谷　博夫

▪市政情報の発信力の向上
▪メディアをターゲットとしたＰＲ活動の積
極展開

▪３ヵ年シティプロモーションの実施

営繕担当部長
徳重　和弘

▪市有建築物の維持保全と長寿命化
▪学校施設整備による教育環境の向上
▪市有建築物非構造部材の現況調査・対策

市民協働推進担当部長
平林　隆彦

▪地区協議会の活動支援
▪地域団体を支える新たな支援体制の構築
▪新たな協働による地域社会づくりの推進

保健所長
広松　恭子

▪まちだ健康づくり推進プラン（第５次町田
市保健医療計画）の策定

▪妊娠期から子育て期にわたる切れ目のな
い支援の充実

▪町田市食育推進計画に基づく食育の推進

環境資源部長
水島　弘

▪新たな熱回収施設等周辺の円滑なまちづ
くり

▪家庭系及び事業系ごみの減量と資源化の
推進

▪持続可能なエネルギー事業の促進

都市整備担当部長
須原　和男

▪町田駅周辺のまちづくりの推進
▪鶴川駅周辺街づくりの推進
▪相原駅西口の生活中心地形成

議会事務局長
古谷　健司

▪議場見学の推進
▪情報発信の拡大
▪議事書式集の作成

総務部長
西澤　哲郎

▪役職者の職のあり方、任用・配置の考え
方の整理

▪いきいき健康職場づくりの支援
▪職員定数の削減

税務担当部長
宮崎　慶三

▪収納率の維持・向上
▪公債権及び私債権の一元化
▪特別徴収推進への取り組み

文化スポーツ振興部長
能條　敏明

▪東京オリンピック・パラリンピックのキ
ャンプ地招致

▪スポーツをする場の環境整備
▪国際版画美術館や博物館の魅力ある展覧
会の開催

子ども生活部長
三橋　薫

▪子どもの「居場所」整備の推進
▪保育所整備の推進と保育所待機児童の解
消

▪町田市子ども発達支援計画の策定

循環型施設建設担当部長
田中　耕一

▪町田リサイクル文化センターにおける熱
回収施設等の整備

▪相原地区における資源ごみ処理施設の整備
▪上小山田地区における資源ごみ処理施設
の整備

下水道部長
大場　信吾

▪安心して住める住環境の整備
▪総合地震対策整備事業の実施
▪鶴見川クリーンセンターの増設工事の推
進

選挙管理委員会事務局長
古屋　中

▪公平・公正な選挙執行体制の確立
▪情報発信力の向上
▪都議会議員・市議会議員・市長選挙にお
ける職員の負担の軽減

政策経営部長
小島　達也

▪未来づくりプランの推進
▪（仮）町田市公共施設再編計画の策定
▪未来づくりプロジェクトの推進

情報システム担当部長
中田　直樹

▪情報セキュリティ監査の実施
▪災害時における事業継続性の確保
▪社会保障・税番号制度への対応

防災安全部長
福田　均

▪自主防災リーダーの育成
▪地域防犯活動の推進
▪町田市事業継続計画の修正

地域福祉部長
叶内　昌志

▪市民後見人育成の推進
▪障がい者の就労と定着支援の促進
▪生活困窮者の自立に向けた相談支援の実
施

経済観光部長
小池　晃

▪町田薬師池公園四季彩の杜ブランドマネ
ジメントの推進
▪創業の支援
▪中心市街地活性化の推進

道路部長
楠本　啓二

▪南町田駅・鶴川駅における駅周辺施設（自
由通路）の整備
▪予防保全型の維持管理に向けた取り組みの
推進
▪東京都と協力して行う都市計画道路の整備

会計管理者
高階　康輔

▪財務会計システムの再構築
▪会計担当職員の会計事務処理能力の向上
▪資金管理計画に基づいた効率的な資金管
理

監査事務局長
髙橋　修一

▪「都市監査基準」に準拠した監査の実施
▪専門的知見を活用した監査の実施
▪職員のスキルアップによる業務の効率化

学校教育部長
北澤　英明

▪学校施設・設備整備の計画的推進
▪児童・生徒の学力・体力の向上に向けた
取り組みの実施
▪地域協働による学校づくりの推進

経営改革室長
榎本　悦次

▪行政経営改革プランの推進
▪市民参加型事業評価の開催
▪市役所業務の生産性の向上

財務部長
堀場　淳

▪健全で持続可能な財政の確立
▪財源確保策の強化
▪管理会計機能の強化

市民部長
関口　高史

▪さわやか窓口の推進
▪玉川学園コミュニティセンター建て替え
▪社会保障・税番号制度運用の推進

いきいき生活部長
奥山　孝

▪介護予防・日常生活支援総合事業の実施
▪元気高齢者の地域活躍推進
▪在宅医療・介護連携の推進

北部丘陵担当部長
荻原　康義

▪新たな交流・回遊拠点の開設に向けた検
討

▪里山環境の回復や保全を促進する仕組み
の構築

▪アクションプランの進行管理

都市づくり部長
神蔵　重徳

▪多摩都市モノレール・小田急多摩線の延
伸検討

▪南町田駅周辺地区のにぎわいある拠点づ
くり

▪町田薬師池公園四季彩の杜の魅力向上

市民病院事務部長
亀田　文生

▪地域医療支援病院承認基準要件の達成
▪医療連携の推進
▪病院機能評価の認定

農業委員会事務局長
荻原　康義

▪農地利用集積円滑化事業による農地のあ
っせん

▪農地利用最適化（市街化調整区域）
▪農地利用最適化（市街化区域）

生涯学習部長
中村　哲也

▪生涯学習施設のあり方の検討
▪文化財の保存・活用
▪地域づくり型生涯学習の推進

各部の部長が、それぞれの部門の目標とその実現へ向けた取り組みをまとめ、「仕事目標」を作成しました。
２０１７年度の「仕事目標」の中から、主な取り組み項目をご紹介します。

問経営改革室☎724・2503

部長の「仕事目標」は、私と各部長との約束であるとともに、私と市民
の皆さんとの約束でもあります。２０１７年度は、特に他の自治体との比較
や環境の変化を強く意識した目標としました。市政運営の視点である「選

ばれるまちだ」を実現するため、社会情勢や環境の変化に柔軟に対応する
とともに、マネジメントのスピードアップを図ってまいります。
� 市長　石阪　丈一

市民から信頼される
市政を目指して 2017年度　部長の「仕事目標」


